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建設系学科・専攻の特色建設系学科・専攻の特色建設系学科・専攻の特色

今月は第一工科大学の３人です

第一工科大学

第一工科大学　４年
環境エネルギー工学科

二宮　壮一郎 さん
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就
職
先
に
土
木
技
術
職

を
選
ぶ
ま
で
に
、
私
の
心

を
何
よ
り
も
大
き
く
動
か

し
た
の
は
現
場
を
訪
れ
て

感
じ
た
衝
撃
で
し
た
。

　
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
用

い
た
導
水
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
は
、
内
部
に
入
る
と
外

と
は
全
く
別
の
世
界
が
広

が
り
ま
す
。
重
機
か
ら
鳴

り
響
く
重
低
音
や
暗
い
空

間
を
照
ら
す
照
明
、
赤
く

光
る
回
転
灯
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
パ
イ
プ
…
ま
る
で

巨
大
な
地
下
要
塞
を
探
索

し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
り
、
胸
の
高
鳴
り
を
抑

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
高
さ
１
０
０
ｍ
を
超
え

る
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム
を
訪
れ
た
際
は
、
遠

く
か
ら
で
も
そ
の
圧
倒
的

な
存
在
感
に
気
押
さ
れ
、

ダ
ム
の
頂
上
に
立
っ
た
私

は
そ
の
景
色
に
高
所
の
恐

怖
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

下
流
側
を
見
渡
せ
ば
自
然

と
一
体
化
し
た
巨
大
な
古

城
の
上
に
立
っ
て
い
る
よ

う
な
、
上
流
側
を
向
け
ば

大
海
原
に
浮
か
ぶ
巨
大
戦

艦
に
乗
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
感
覚
に
な
り
、
仕
事

で
毎
日
こ
の
場
所
に
来
る

職
員
の
方
が
う
ら
や
ま
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な

工
事
で
は
安
全
・
衛
生
面

に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
場
視
察
で
は
作
業
服
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
帯
な

ど
を
着
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ど
の
企
業
も
危
険
に

対
す
る
注
意
な
ど
安
全
説

明
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ

さ
り
、
安
心
し
て
見
学
で

き
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

勤
務
中
の
健
康
維
持
や
事

故
防
止
を
目
的
と
し
た
ラ

ジ
オ
体
操
や
休
憩
・
休
暇

の
十
分
な
確
保
な
ど
も
伝

え
ら
れ
、
当
初
あ
っ
た
職

場
環
境
へ
の
不
安
は
魅
力

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
印
象
は
ま
だ

土
木
の
世
界
を
外
か
ら
見

て
感
じ
た
も
の
で
す
が
、

職
に
就
い
て
か
ら
気
付
く

魅
力
も
多
い
は
ず
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
世

界
な
の
か
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
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桑
畑
建
設
（
桑
畑
昭
三
社

長
、
南
九
州
市
）
は
こ
の
ほ

ど
、
鹿
児
島
市
の
城
山
ホ
テ

ル
鹿
児
島
で
自
社
お
よ
び
フ

ラ
ー
ゴ
ラ
ッ
ド
鹿
児
島
の
新

入
社
員
合
同
激
励
会
を
開
い

た
。
自
ら
の
夢
に
向
か
う
若

者
ら
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

願
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
規
制
緩
和
に
基
づ
き
、

こ
こ
数
年
に
入
社
し
た
社
員

ら
を
対
象
に
企
画
し
た
。
フ

ラ
ー
ゴ
ラ
ッ
ド
鹿
児
島
は
鹿

児
島
初
の
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
で
、

月
か
ら
の

Ｖ
リ
ー
グ
３
部
に
参
戦
が
決

ま
り
、
フ
ァ
ン
も
増
え
て
き

て
い
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約

を
結
ぶ
同
社
に
は
４
人
の
選

手
が
在
籍
し
、
仕
事
と
両
立

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

　
４
月
に
入
社
し
チ
ー
ム
で

は
主
将
の
坂
元
健
人
さ
ん
は

「
会
社
の
た
め
に
な
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。
バ
レ
ー
は

今
年
度
で
Ｖ
３
を
優
勝
し
て

Ｖ
２
に
所
属
で
き
る
よ
う
に

チ
ー
ム
を
引
っ

張
り
た
い
」
と

決
意
を
表
明
。

ま
た
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
で
か
ご
し
ま
国
体
の

出
場
を
目
指
す
総
務
部
４
年

目
の
栗
山
健
志
さ
ん
も
「
会

社
で
は
後
輩
の
か
が
み
と
な

る
よ
う
に
、
国
体
で
は
県
代

表
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
桑
畑
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
で
き
な
か
っ
た
歓
迎
会
を

実
施
で
き
て
良
か
っ
た
。
会

社
を
仕
事
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力

で
盛
り
立
て
て
い
け
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　
日
置
市
は
６
月

日
午
後

２
時
か
ら
、
同
市
中
央
公
民

館
で
地
元
企
業
と
県
内
高
校

等
の
就
職
指
導
担
当
者
と
の

情
報
交
流
を
図
る
「
企
業
の

魅
力
説
明
会
」
を
開
く
に
あ

た
り
、
参
加
企
業
を
募
集
す

る
。
対
象
は
日
置
市
内
に
本

社
ま
た
は
事
務
所
を
構
え
る

企
業
で
、
１
企
業
当
た
り
１

人
の
参
加
と
す
る
。

　
当
日
は
参
加
高
校
の
就
職

指
導
担
当
者
ご
と
に
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加

企
業
の
担
当
者
が
企
業
Ｐ
Ｒ

を
行
う
。
申
し
込
み
締
め
切

り
は
６
月
８
日
ま
で
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
観

光
課
企
業
誘
致
係
（
☎
０
９

９
・
２
４
８
・
９
４
０
９
）

ま
で
。

　
国
土
交
通
省
と
建
設
産
業

人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
（
事
務
局
・
建
設
業
振
興

基
金
）
は
、
建
設
産
業
従
事

者
を
対
象
と
し
た
「
私
た
ち

の
主
張
」
と
高
校
の
建
築
・

土
木
学
科
等
で
学
ぶ
生
徒
を

対
象
に
し
た
「
高
校
生
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
応
募
を

受
け
付
け
て
い
る
。
締
め
切

り
は
い
ず
れ
も
６
月

日
ま

で
。
県
内
は
県
建
設
業
協
会

人
材
育
成
対
策
室
が
窓
口
と

な
り
、
同

日
ま
で
受
け
付

け
る
。

　
私
た
ち
の
主
張
の
応
募
テ

ー
マ
は
「
未
来
に
繋
げ
る
建

設
産
業
の
ち
か
ら
・
技
」
。

文
字
数
は
１
６
０
０
～
２
０

０
０
字
と
す
る
。

　
高
校
生
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
は
「
も
の
づ
く
り
の
魅
力
」

が
テ
ー
マ
。
文
字
数
は
１
０

０
０
～
１
２
０
０
字
と
し
て

い
る
。

　
応
募
作
品
は
、
国
土
交
通

省
に
設
置
す
る
優
秀
作
選
考

委
員
会
で
審
査
。
国
交
大
臣

賞
（
各
１
人
程
度
）
の
ほ
か
、

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
賞

（
各
２
人
程
度
）
、
優
秀
賞

（
一
般
５
人
程
度
、
高
校
生


人
程
度
）
を
選
考
し
、


月
ご
ろ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
す
る
。

　
応
募
先
、
問
い
合
わ
せ
は
、

建
協
人
材
育
成
対
策
室
（
☎

０
９
９
・
２
３
０
・
０
０
８

１
）
、
ま
た
は
同
基
金
経
営

基
盤
整
備
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
・
５
４
７
３
・
４

５
７
２
）
ま
で
。

　
濵
崎
工
業
（
濵
﨑
博
文
社

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
個
人
ら

が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ご

褒
美
マ
ル
シ
ェ
」
に
体
験
型

の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
た
。
企

画
し
た
「
う
ち
わ
に
お
絵
描

き
」
を
楽
し
む
子
供
た
ち
で

オ
ー
プ
ン
直
後
か
ら
大
盛
況
。

笑
顔
を
誘
う
と
と
も
に
企

業
・
業
界
が
持
つ
魅
力
を
伝

え
た
。

　
会
場
は
鹿
児
島
市
の
Ｍ
Ｂ

Ｃ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア
内
。

女
性
向
け
の
ネ
イ
ル
ケ
ア
や

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

と
い
っ
た
店
舗
が
並
ぶ
中
、

子
ど
も
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
同
社
の
ブ
ー
ス
に
は
た
く

さ
ん
の
幼
児
や
小
学
生
が
訪

れ
た
。
指
導
役
の
社
員
ら
は

対
応
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
一
人
ひ
と

り
と
同
じ
目
線
に

立
ち
、
柄
や
彩
色

に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
っ
た
。

　
予
想
以
上
の
反
響
に
加
え

て
「
楽
し
そ
う
に
取
り
組
む

子
供
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
え

て
よ
か
っ
た
」
と
濵
﨑
央
子

取
締
役
。
業
界
の
課
題
で
あ

る
担
い
手
不
足
に
も
触
れ
な

が
ら
「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の

参
加
を
続
け
て
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
見

せ
た
。
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子どもと同じ目線に立ち、

アドバイスを送る社員＝

鹿児島市のＭＢＣハウジ

ングフェア
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新型コロナの規制緩和に基づき、

ここ数年に入社した社員らが参加

＝鹿児島市の城山ホテル鹿児島
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